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ガザ ミ幼生の酸素消費量測定例
玉乃井省吾*・ 平 山 和次 ・、岡 正雄
Respiration Rate of Larvae of the Swimming Crab, 
          Neptunus trituberculatus
       Seigo TAMANOI*, Kazutsugu HIRAYAMA, and  Masao OKA 
   The respiration rate of the larvae of the swimming crab, Neptunus trituberculatus was 
measured with water bottle method, by using the larvae at various developmental stages, sampled 
from hatchery tanks at Oyano Experimental Station of Fisheries, Kumamoto Prefecture, in both 
years of 1977 and 1978. In 1977, sea water filtered through GF/D was adjusted at  24°C for the 
experiment, on the other hand, in 1978 the experiment was  performed at about  30°C without any 
adjustment of water temperature. 
    From both experiments in two years, linear regressions were obtained between logarithms of 
respiration rate and of body weight, and these equations are represented as follows. 
             log  Y1=0.150+0.771 log  Xw (Fig. 1) 
             log  Y1=0.635+0.815 log  XD (Fig. 2)
              log  Yv,  =  0.152  —O.  229 log  Xw (Fig. 3)
              log  Yw  =0.639-0.188 log  XD) (Fig. 4) 
    Where  Y1 and Yw represent total respiration rate  (µl 02/larva/hr) and weight specific 
respiration rate (µl 02/mg/hr) , respectively, and  Xw and  XD represent body wet and dry weights 
 (mg), respectively. 
   The relationship between body wet and dry weights is represented as a following equation (Fig. 
5). 
                   log  XD=  —0.592+  0.955 log Xw 
    The  refrection of the difference in the water temperature was hardly detected on the respiration 
rates obtained in both years, probably owing to relatively short term of temperature acclimatization 
of larvae in 1977. The results obtained in two years, therefore, may be considered to represent the 
respiration rates at natural water temperature of about  30°C in the hatchery tanks.
 ガザ ミ〈吻'観%s漉'励 ε2τ%1α'πsについて,種 苗生    実験材料 は1977年 と1978年 の夏期熊本県水産試験場
産技術 向上のために必要 と思われ る幼生の酸素消費量   大矢野支場で種苗生産 中の各発育段階の幼生で ある。
を求めることを目的 とした。 このために,種 苗生産中    実験に用 いた海 水は,砂 利濾過後 ガラスフ ィルター
のガザ ミ幼生を用いて,各 発育段階ご とに幼生の酸素   GF/Dで 吸引濾過 し充分 に通 気 しておいた もの であ
消費量 とその体重 とを測定 し,両 者 の関係 を求めた。   る。
                            酸素消費量の測定 はIKEDA(1)が 多 くの動物 プラ ン
        材料 および方法           ク トンの測定に用いた方法,い わ ゆるウォー ター ・ボ
                           トル法(2)に よって行なった。すなわち,幼 生を入
 * 現所属:パ シフィック航業KK。
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れた実験ビンと幼生を入れない対照ビンとを密封し，
一定時間後の両ビン中の溶存酸素量の差より酸素消費
量を計算した。
　各発育段階のガザミ幼生を，種苗生産中の大型水槽
から採取した。これを空気中に露出させないように注
意しながらナイロン網地上で海水により充分に洗い，
來雑物を取D，，除いた後，海水中で1～2時間予備飼育
した。この幼生を容量約2SOmeの． ﾀ験ビンに移し，そ
のビンに約1時間にわたり容量の40～50倍の海水を流
した。その後，ビン内に気泡を残さぬように充分注意
した上で海水の流入，溢水を止めて止れ状態として一
定時間放置し，実験ビン中の溶存酸素量をウインク
ラー法で定量した。幼生を入れない対照ビンについて
も実験ビンと同様の操作を行なった。供試幼生は個体
数を計測しながらナイロン網地上に移し，濾紙で体表
面の水分を取り除いた後，総湿重量を測定した。さら
に，シリカゲルを入れた標本ビン中に約1ヶ月間保存
して総乾燥重量を求めた。
　酸素消費量は次式により求めた。
　　　　（Co－Ct）　×　looo　×V
　　Y＝
　　　　　t×（NまたはX）
ここで，Yは酸素消費量〔ft　e　O　2／larva／hrまたは
Pt　e　O2／湿重量（mg）／hr，副02／乾燥重量（mg）／
hr〕，　Co，　Ctはそれぞれ対照ビン，実験ビン中のt時間
後の溶存酸素量（m〃の，Vは実験ビンの容量（の，　t
は実験時間（hr），　Nは幼生の個体数，　Xは幼生の総湿
重量または総乾燥重量（mg）である。
　ガザミ種苗生産中の飼育水温は約27～31℃であった。
実験は1977年には水温を約24℃に低下させて，1978年
には調整せず自然水温（約30℃）で行なった。実験ビ
ン中への幼生の収容個体数と実験時間は，実験終了時
の溶存酸素量が実験開始時の約50％以上であるように
設定した。
結 果
　幼生の湿重量および乾燥重量と幼生1個体あたりの
酸素消費量との関係はFig．1とFig．2にそれぞれ示
し，さらにそれらと幼生単位重量あたりの酸素消費量
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Relationship　between　total　respiration　rate　and　body　wet　weight　for　larvae　of　NePtuntts　tn’一
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Table　1．　Averagg　body　weight　and　average　respiration　rate　for　larvae　of　NePtornus　tritarberculatus　at　various　stages．
Body　weight
　　　（mg）
Respiration　rate
Year stage
Days　after　Number　of
hatching　tests
Totala）
Wet Dry
Weightb）
specific
Wet Dry
1978
Z．I
Z．II
Z　．　III
Z　．IV
M．
y．c．
9
σ
ご
」
8
9
9
0
0
9
盈
7
　
　
　
1
1
り
々
2
」
強
2
9
自
9
白
9
白
9
自
り
ρ
　O．064
　0．14
　0．29
　0．75
　2．24
29．1
439．0
O．019
0．035
0．093
0．14
0．46
7．52
98．0
　O．15
　0．27
　0．66
　0．07
　2．25
25．9
179．5
2．84
1．86
2．26
0．93
1．05
0．89
0．41
8．06
7．60
6．79
4．94
4．89
3．44
2．17
1977
Z．1
Z．II
Z．III
Z　．IV
M．
Y．C．
1
3
4
6，7，8
10
9，10
13
1
1
1
3
1
21
O．028
（O．057）
O．13
（O．14）
O．34
（O．31）
O．57
（O．64）
1．13
1．94
（2．09）
4．14
O．020
（O．019）
O．055
（O．042）
O．30
（O．16）
O．091
（O．11）
O．10
0．46
（O．46）
1．04
O．38
（O．19）
O．29
（O．27）
O．47
（O．60）
O．80
（O．76）
1．66
2．13
（2．19）
5．19
13．3
（4．93）
2．19
（1．97）
1．37
（1．96）
1．44
（1．24）
1．46
1．10
（1．07）
1．25
19．0
（10．25）
　5．27
（6．83）
　1．57
（5．05）
　8．80
（7．26）
21．2
　4．52
（4．71）
　5．01
Z．　1，　II，　III，　IV：Zoea　1，　II，　III，　IV．　M．：Megalopa．　Y．　C．：Young　crab．
years’　experiments　at　each　stage．　a）　pt　e　02／1’arva／hr．　b）　：pt　u　02／mg／hr．
（　）：Average　value　from　both
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との関係はFig．3，とFig．4にそれぞれ示した。
　図にみられるように，幼生の酸素消費量と体重のそ
れぞれの対数値の間には直線関係が成立する。また
1977年と1978年とでは実験水温に約5℃の差があるに
もかかわらず，得られた酸素消費量には，水温による
差はほとんど認められない。このことは，1977年の実
験において幼生の実験水温への馴化時間が短かすぎた
ため，幼生が実験水温に充分順応しきれず，実際には，
自然水温（約30℃）での酸素消費量がえられたことを
示している。そこで，両年の測定値を一括して，両者
の関係式を求めると以下のように示される。
　　log　Yi＝O．150十〇．771　log　Xw　（Fig．　1）
　　log　Yi＝O．635十〇．815　log　XD　（Fig．　2）
　　log　Yw＝O．152－O．229　log　Xw　（Fig．　3）
　　log　Yw＝O．639－O．188　log　Xp　（Fig．　4）
　ここでY1とYwとはそれぞれ幼生1個体あたり，お
よび単位重量あたりの酸素消費量を示し，XwとX、と
はそれぞれ幼生1個体あたりの湿重量および乾燥重量
を示している。
　Table　1に各発育段階ごとの幼生の平均体重と平均
酸素消費量とを年ごとに示した。1978年のふか後10日
目Zoea　IV期の個体はMegalopa期に脱皮直前で
あったので別にわけて記載した。表にみられるように
1977年と1978年とでは，幼生の生長速度に若干の違い
がみられたが，両年を一括して平均値を求めると，
Zoea　I期では1個体あたりの湿重量，乾燥重量と1尾
あたり酸素消費量はそれぞれ，0．057mg，0，019mgと
0．19μeO2／larva／hrになり，　Mega工opa期ではそれ
ぞれ2．09㎎，0．46㎎と2．19μセ02／larva／hrになる。
考 察
　ガザミ幼生の湿重量と乾燥重量との関係をFig．5
に示した。このように湿重量（Xw）と乾燥重量（XD）のそ
れぞれの対数値の間には直線関係がえられ，その直線式
は
　　log　XD＝　一〇．592十〇．955　log　Xw
と示される。勾配が1に近いことから，ガザミ幼生の
乾燥重量と湿重量とはほぼ比例関係にあることがわか
る。
　1978年のふ化後10日目のZoea　IV期の個体は，同じ
Zoea　IV期のふ化後6，7，8日目の個体とくらべ，乾
燥重量は大きな差がないのに対し，湿重量は著しく大
きい（Table　1）。このことは，幼生がMegalopa期へ
脱皮直前であったために体内に多量の水分を含んでい
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Relationship　between　body　wet　and　dry　weights　for　larvae　of　IVePtunus　trituberculatus．
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たことを示している（3）。そのため，単位乾燥重量あ
たりの酸素消費量も同じZoea　IV期の幼生（ふ化後6，
7，8日目）にくらべ著しく大きく（Table　1），単位
乾燥重量と単位体重あたりの酸素消費量との関係を示
す直線からのずれも大きい（Fig．4）。
　本研究でえられた両年の結果は，ともに種苗生産時
期の自然水温（約30℃）での酸素消費量を示している
と考えられる。そこで，両年の測定結果を一括して，
幼生1個体あたりの酸素消費量と体重との関係を求め
ると，それぞれの対数値の間には直線関係が成立した
（Fig．1，2）。一般に魚類では，1個体あたりの酸素消
費量（y）と体重（x）との間にはy＝axbの関係があり，b
は0．8に近いことが知られている（4）。本実験の結果か
らも0．8に近い値がえられ，ガザミ幼生の体重と酸素消
費量との関係は魚類の場合と類似していることがわか
る。
て下さり，実験に御便宜をはかっていただき，有益な
御助言を賜った熊本県水産試験場大矢野支場の皆様に
深く感謝する。
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